




Practical Engineering Education Using Three-dimensional Printer at 
the School of Science and Engineering, Kokushikan University
Toshio Otaka＊
Abstract: This article introduces examples of practical engineering education which use three-
dimensional digital data in the School of Science and Engineering at Kokushikan University, as well as 
summarizing their educational effects. In recent years in Japan an increasing number of people, 
particularly young people, have lost their interest in science and engineering. However, manufacturing 
industries are key industries for Japan and it is necessary to continuously develop these industries and 
train engineers to work in the industries. Therefore, our university focuses on engineering design and 
manufacturing education using three-dimensional digital data or 3D-printer throughout the four year 
university course and we teach specialist skills on practical themes. It was discovered that when active 
learning methods were used they were effective and students became more interested in engineering.
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Fig. 4　デザインプロセスの違い Fig. 5　3次元スキャナで取得した外形形状データ













































Fig. 6　3次元プリンタによる造形例 Fig. 7　MRIにより取得した脳の断層データ
Fig. 7　造形物の形状検討（流れ解析）の例 Fig. 8　3次元プリンタによる脳の造形例
185　国士舘大学における3次元デジタルデータを活用する工学教育　
た例を図11に示す．いずれも，芸術の専門家が考案し
た工学的視点が含まれていない形状を，工学設計に融合
させて構造的に成立させた事例である．3次元形状デジ
タルデータを用いて解析を行っており，モデルの重心位
置の調整や構造的に壊れないようにリブなどを新規に構
成するなど工学的な設計修正している．
このような教材は，学生の興味をひく題材であるが，
芸術的に考案された題材を教材として取得するためには
経済的な負荷がかかることが予想される．
4．ま と め
これまでに開発して運用してきた3次元CAD／CAE
を用いた工学技術者教育手法に関して，学生の興味を引
き出し，その教育効果が十分高いことが授業評価アンケ
ート等で明らかになっている．そこで，さらに新しい取
り組みである3次元プリンタを活用した3次元の形状特
性を考慮する工学設計の教育について，いくつかの事例
を紹介した．これらの事例によれば，限られた時間の中
で，工学設計教育以外の要素を効率的に取り入れること
に一定の教育効果が認められるが，経済的な問題やまだ
発展途上のデータ変換技術に関連する課題がある．しか
し，こうした工学教育は，今後より充実させていく必要
があり，大学内の芸術分野，医療分野などの学部との連
携や大学間連携がその有効な方法となりそうである．
我国におけるモノづくりの方法は，今後コンピュータ
を活用した効率的かつ高品質な手法にますます傾倒して
いくことが予想され，3次元CADによる製品形状のデ
ジタルデータ化とその活用技術の重要度が高まってい
る．これは，3次元形状デジタルデータを用いた効率的
な技術者教育の必要性がますます重要になることを示し
ている．今回紹介した内容は，本学理工学部機械工学系
学生を対象としているが，企業向けに関連テーマで講習
会等も実施しており，これらはいずれも高い関心を得て
いる．これは，3次元プリンタの工学教育への活用が有
用であることを裏付けているといえよう．今後，大学や
高等専門学校のような高等教育機関では，これらの社会
的要求に応えうるような，技術者教育プログラムの提供
がますます必要となるであろう．本稿が，3次元形状デ
ジタルデータを活用する技術者の育成担当者に役立てて
頂ければ幸いである．
尚，本稿をまとめるにあたりMRIの取扱について，国
士舘大学理工学部理工学科健康医工学系，大浦邦彦教授
に多大なご指導を頂きました．ここに謝意を表します．
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Fig. 10　KOKUSHIBAモデルの造形例
Fig. 11　2次元デザインから構造物を造形した例
